
平成27年４月１日発行

大阪自動車青年会議所

http://daijisei.com/

(１) 大自青季報 2015年(平成27年)　第二十八号

三
月
七
日
～
六
日　

毎

年
恒
例
の
平
成
二
十
六
年

度　

お
別
れ
例
会
を
奈
良

県
生
駒
郡
の
「
か
ん
ぽ
の

宿　

大
和
平
群
」
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
例
会
は
卒
業
メ
ン

バ
ー
の
送
り
出
し
と
今
年

度
会
長
へ
の
慰
労
の
意
味

を
込
め
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
Ｏ
Ｂ
、
現
役

メ
ン
バ
ー
総
勢
二
十
八
人

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
と

り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

例
会
で
は
『
「
新
生
大

自
青
」
～
全
員
結
束
で
飛

躍
し
よ
う
～
』
を
テ
ー
マ

に
今
年
度
委
員
長
を
務
め

た
メ
ン
バ
ー
よ
り
こ
の
一

年
を
振
り
返
り
が
ん
ば
っ

た
点
、
至
ら
な
か
っ
た
点

や
ま
た
今
後
の
大
自
青
活

動
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
か
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
次
期
委
員
長
予
定

者
に
来
年
度
の
抱
負
や
そ

の
思
い
を
熱
く
発
表
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
度
の
卒

業
メ
ン
バ
ー
に
現
役
時
代

を
振
り
返
り
た
く
さ
ん
の

思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

例
会
終
了
後
は
宴
会
場

に
て
新
旧
の
メ
ン
バ
ー
が

杯
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら

情
報
を
交
換
し
、
懇
親
を

深
め
、
最
後
に
長
年
に
わ

た
り
大
自
青
活
動
に
尽
力

い
た
だ
い
た
卒
業
メ
ン

バ
ー
を
皆
で
胴
上
げ
し
卒

業
を
祝
い
ま
し
た
。

大
自
青
季
報

春　

第
28
号

平成26年度 １年間ありがとうございました！平成26年度 １年間ありがとうございました！平成26年度 １年間ありがとうございました！
例会だより（お別れ例会）

平成27年度　５月度例会のお知らせ

テーマ：「経営者必見！企業を労務リスクから守るために！」
             ～今日の味方が明日の敵にならないようにするには～

　会社経営には様々なリスクが潜んでいます。時代の流れと共に労務に関する事柄は取り分け企業に
とって切っても切り離すことの出来ない重要な問題です。リスクの内容によっては、企業経営に大き
なダメージを与えるものもあり、そのようなリスクを回避するには、まず労使リスクの内容を経営者
が把握する事、またその重要さを理解することが必要ではないでしょうか。
　そこで今回の例会では経営リスクの中でも昨今よく取り上げられる「労務リスク」について学習し
たいと思います。
　必見です！オブザーブが可能な例会ですので是非ともご参加下さい。

　詳しくは大阪自動車青年会議所事務局　宮城、住井(TEL:06-6613-1191)まで

日　時：平成27年５月７日（木）　18：30～
会　場：たかつガ－デン　　大阪市天王寺区高津町7-11
講　師：梅谷社会保険労務士事務所 代表　社会保険労務士 梅谷 幸弘 氏
参加料：１，０００円
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例会だより（新年例会、２月度例会）

新
新
年
が
あ
け
ま
し
て
、
平
成
27
年
１
月

８
日
（
木
）
大
阪
な
ん
ば
の
大
和
屋
本
店

に
て
毎
年
恒
例
の
新
年
例
会
が
開
催
し
ま

し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
員
、
現
役
メ
ン
バ
ー
39
名
が
集

ま
り
、
吉
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
例
会
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ク
エ
鍋
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
年
の
抱
負
や
今
後
の
自
動
車

業
界
に
つ
い
て
先
輩
諸
兄
と
意
見
交
換
を

し
、
今
年
度
入
会
メ
ン
バ
ー
の
ス
ピ
ー
チ

や
、
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
た
い

へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方

と
の
交
流
は
、
非
常
に
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

２
月
度
例
会
を
２
月
５
日　

午
後
６
時
よ
り
富
士
火
災
海
上

保
険
株
式
会
社
大
阪
本
社　

地
下
１
階
Ｂ
会
議
室
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

人
間
力
育
成
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
大
自
青
版　

男

塾　

～
高
い
人
間
力
を
持
っ
た
強
い
リ
ー
ダ
ー
に
！
～
」
を
例

会
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
の
一
年
間
、
人
間
力
育
成
委
員
会
が

行
っ
て
き
た
事
の
発
表
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
会
内
容
と
し
ま
し
て
近
年
の
自
動
車
業
界
の
変
化
に
対
応

し
生
き
抜
い
て
い
く
に
は
、
人
間
力
の
向
上
が
必
要
で
自
ら
先

頭
に
立
つ
行
動
力
や
、
相
手
の
心
に
働
き
か
け
人
を
動
か
す

力
、
忍
耐
力
、
そ
し
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
や
成
功
を
追
及
す

る
力
な
ど
を
高
め
る
事
を
目
標
に
活
動
し
一
年
間
勉
強
し
て
き

た
事
を
メ
ン
バ
ー
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

お
寺
の
住
職
の
説
法
や
修
行
、
勢
い
が
あ
り
人
間
力
の
高
い

自
動
車
会
社
へ
の
企
業
訪
問
し
た
内
容
（
８
月
の
勝
光
寺
に
て

滝
行
・
10
月
の
天
理
興
業
様
へ
の
会
社
訪
問
・
11
月
の
ウ
ジ
タ

オ
ー
ト
サ
ロ
ン
様
へ
の
会
社
訪
問
・
１
月
の
伊
勢
修
養
団
へ
の

委
員
会
研
修
）
を
紹
介
し
体
験
し
て
き
た
こ
と
の
発
表
を
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
１
月
に
行
わ
れ
た
伊
勢
で
の
一
泊
二
日
の
研
修

が
か
な
り
ハ
ー
ド
な
内
容
で
極
寒
の
中
、
川
に
入
る
体
験
さ
れ

た
メ
ン
バ
ー
の
話
を
聞
く
と
か
な
り
大
変
だ
っ
た
み
た
い
で
す

が
、
人
間
力
が
高
ま
っ
た
い
い
経
験
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
人
間
力
を
高
め
る
こ
と
と
は
何
か
と
調
べ
て
み
ま
す

と
知
的
能
力
的
要
素
（
基
礎
学
力
や
専
門
的
な
知
識
を
継
続
的

に
高
め
て
い
く
力
）
社
会
・
対
人
関
係
力
的
要
素
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
他
者
を
尊
重
し
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
お
互
い
を
高
め
あ
う
力
）
自
己
制
御
的
要
素

（
知
的
能
力
的
要
素
お
よ
び
社
会
・
対
人
関
係
的
要
素
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
の
意
欲
や
忍
耐
力
）
を
総
合
的
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
高
め
る
こ
と
が
人
間
力
を
高
め
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
人
間
力
育
成
委
員
会
の
活
動
に
当
て
は
ま
っ
て
い
る

の
で
は
と
思
わ
せ
ら
れ
た
発
表
例
会
で
し
た
。
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「ありがとう 大自青」～卒業を迎えて～「ありがとう 大自青」～卒業を迎えて～「ありがとう 大自青」～卒業を迎えて～

平成６年入会　白濱健司

私は今は亡き物故会員であられる神川先輩にバッチを付けていただきまし

た。《個人的には仲人もしていただきました》

入会年度は大自青が近青協の当番幹事クラブでした。

合同例会は毎日新聞オーバルホールで開催され「車両法改正について」面白

可笑しく解りやすくプロジェクトメンバーが手作りで演劇されていたのを思い

出します。《後にプロジェクトは近青協情報委員会に名称を変更され今に至り

ますが》

私は入会したのも若干２５歳で車について無知なうえ、世間も知らない状況

でした。翌年からは近青協プロジェクトに神川先輩の鞄持ちとして参加させて

いただき、メンバー皆様が先輩でもあったため本当に公私ともに学ばせていただきました。

２９歳の時には近青協実行委員長を仰せつかり、平成１８年度には会長として、近青協合同例会を南港の

ＷＴＣにて開催させていただきました。

平成１９年度も会長を仰せつかり、大阪産業創造館にてシンポジウムを開催させていただき、近畿運輸局の

技術安全部長様、近青協のメンバーとパネラーとしてパネルディスカッションに参加させていただきました。

私にとって本当に素晴らしい経験を多々させていただきました。

これもひとえに関係諸団体並びに先輩諸兄の暖かいご厚情の賜と深く感謝致しております。

今後の大自青の存続と発展を祈願致します。

長きに渡り有難う御座いました。

白濱健司会員

平成４年入会　野井俊孝

本年度を以て大変お世話になりました大自青を卒業させて頂くことになりま

した。

平成４年２月に当時２３歳の自整業に入ってまだ右も左も分からない若造で

したが、当時在籍されていました嵯峨先輩に「一緒にこれからの自整業につい

て勉強しよう」とお声かけ頂いたのをきっかけに入会させて頂きました。入会

当時は今や大阪自整業の重鎮としてご活躍されている多くの先輩方が現役で活

動されており、右も左も分からない自分としてはその先輩方の背中を見ながら

本当に多くことを学ばせて頂きました。そんなご恩を頂きながらも平成１１年

に自分自身の諸事情により業界を離れることとなりご迷惑をおかけしましたこ

と未だに申し訳なく思っております。

その後、平成２２年に業界に戻っていた自分に森内克行君を始めとするメンバーより再入会のお声をかけ

て頂きました。お世話になった大自青に何の恩返しも出来ず、卒業しますことに対して心苦しい心境ではあ

りますが、ＯＢになりましても現役メンバーより要請がありましたら微力ながらも応援し続けていきたいと

思っております。

最後になりますが、長年に渡りご指導賜りました諸先輩方に感謝を申し上げると共に、歴史ある大自青を

今後支えていってくれる現役メンバーにエールを送りたいと思います。

そして何より、大自青の会運営に際しまして多大なるご協力を頂いております整備振興会の皆様と歴代事

務局の方々にも感謝を述べさせて頂きたいと思います。

本当にありがとうございました。お世話になりました。

野井俊孝会員



2015年(平成27年)　第二十八号 大自青季報 (４)

平成26年度　1年間を振り返って平成26年度　1年間を振り返って平成26年度　1年間を振り返って
平成26年度　会長　吉田伸次

　本年度は、『～大自青 Let’s Change Now～(今こそ変わらねば)』をスロー

ガンに掲げスタート致しましたが、4月の消費税増税や、ますます進化してい

くエコカーなど自動車業界が大きく変化していく中で、まず、私たち経営者も

変わらなければとメンバーの人間力の育成に重点をおき、一年間活動して参り

ました。大阪城のナイトマラソン例会、勝光寺の滝業、伊勢神宮での真冬の水

業、など新しい取り組みを次々行って参りました。

 また、本年度は近青協合同例会を大阪が主管となり、日航ホテル大阪で開催

させて頂き、本番までの準備の大変さ、そして、他府県との交流の大切さを改

めて実感し、更に関係を強固なものにしていきたいと感じました。

 お別れ例会においても、遠方ではなく皆が参加し易いように奈良で開催し、多数の現役・ＯＢの皆様に参

加して頂く事ができ、内容的にも素晴らしい例会であったと思います。

　12月の臨時総会では、会則の年齢条件を変更し、選択制ではありますが、５０歳まで現役メンバーの延

長を実現、又、新入会員を４名入会させることもでき、会員の減少に少しでも歯止めをかける事が出来た

と思います。引き続き会員獲得に重点を置くと共に、私たち大自青がもっと魅力ある会に変わっていかね

ばならないと強く思いました。

　一年間はあっという間ではございましたが、私自身が考えていた人間力向上を具現化することができ、

私の無理にご協力頂いたメンバー、そしてご理解頂いたＯＢの皆様には大変感謝致しております。次年度

の柏原会長も独自カラーを出して頂き、自分の思いを貫いて、大自青にもっと新しい風を吹かせて欲しい

と思います。

　私自身も本来卒業の年度ではございましたが、年齢延長に伴い、卒業せず出来れば５０歳まで現役メン

バーとして活躍し、大自青にまだまだ貢献して参りたいと思っております。

　最後になりましたが、関係官庁、関係諸団体の皆様にも大変お世話になり、本当にありがとうございま

した。

吉田会長

大募集！！　平成２７年度新入会員

　大阪自動車青年会議所では我々と一緒になって活動していただける新入会員を募集しております。

　大阪府下で自動車整備を営んでいる方で、45才までの経営者もしくは経営幹部の方なら入会可能です。毎

月１回例会を開催し、会社経営に関すること、整備技術に関すること、自己のスキルアップにつながること

など、同世代の仲間が集まって切磋琢磨しています。

　あなたも是非この機会に例会に遊びに来てください。そして我々と一緒に活動しませんか。

お問い合わせは大阪青年会議所事務局　　　　　　　　
社団法人　大阪府自動車整備振興会内　　担当　宮城、住井　

℡：０６－６６１３－１１９１（振興会　代表）　　　
ホームページアドレス　http://daijisei.com/        
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